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※ コ ー ピ ン グ 1 は 、 セ ク シ ョ ン ４ の 両 側 に 取 り 付 け る 。

継 ぎ 手 は 、 3 . 0 ｍ 毎 の 最 下 部 を 標 準 と す る 。

継 ぎ 手 両 端 部 の ア ン カ ー 溶 接 位 置 は 、 プ レ ー ト の

め く れ 防 止 の た め 、 で き る 限 り 端 部 に 寄 せ る こ と 。

な お 、 セ ク シ ョ ン の 両 端 4 か 所 は 、 コ ン ク リ ー ト の

か ぶ り 確 保 の た め 内 側 向 き に 溶 接 の こ と 。
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W =5 0m m L =3 26 0m mx 3 曲面加工
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コーピング1詳細図
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▽ GL

※ モ ル タ ル 仕 上 げ の 仕 様

・ モ ル タ ル 練 の 配 合 は 、 配 合 比 1： 2を 標 準 と す る 。

・ コ ン ク リ ー ト 面 下 地 処 理 後 、 モ ル タ ル 接 着 増 強 材 （ 吸 水 調 整 材 ） 塗 布 す る 。 塗 布 量 は 、 製 品 仕 様 に よ る 。

・ モ ル タ ル に は 、 モ ル タ ル 接 着 増 強 材 を 混 和 す る 。 混 和 量 は 、 セ メ ン ト 質 量 の 5％ を 標 準 と す る 。

・ 表 面 仕 上 げ は 、 モ ル タ ル 金 こ て 仕 上 げ と す る 。

・ 仕 様 は 、 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 H . 2 2 （ 建 築 工 事 編 ） 第 1 5 章 左 官 工 事 に 準 拠 す る も の と す る 。

な お 、 ス ケ ー ト ボ ー ド の 競 技 施 設 （ セ ク シ ョ ン ） の 表 面 仕 上 げ で あ り 、 な め ら か さ 等 の 仕 上 が り を

確 認 す る た め 、 試 験 施 工 に よ り 監 督 員 ・ ス ケ ー ト ボ ー ド 協 会 の 承 認 を 得 る こ と 。

ま た 、 コ ー ナ ー 面 取 り 半 径 R 1 0 m m に つ い て も 上 記 と 同 様 で あ り 、 施 工 性 を 含 め 協 議 し 承 認 を 得 る こ と 。

・ 目 地 材 は 、 瀝 青 繊 維 質 目 地 材 を 設 置 し 、 表 面 1㎝ を 注 入 目 地 材 ( ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 )と す る

モ ル タ ル 1 ｍ
3
当 た り 標 準 数 量

セ メ ン ト （ k g ） 砂 （ ｍ
3
）配 合 比

1： 2 7 2 0 0 . 9 5

モルタル接着増強材（kg）

8 0
※ 1

備 考

720kg×5％（混入割合）÷45％（全固形成分量）
※1
＝80kg以上

1 ： 1 1 1 0 0 0 . 7 5 1 2 3
※ 1

1100kg×5％（混入割合）÷45％（全固形成分量）
※1
＝123kg以上

※ セ メ ン ト 1 袋 （ 2 5 k g ） 当 た り セ メ ン ト 2 5 k g × 5 ％ （ 混 入 割 合 ） ÷ 4 5 ％ （ 全 固 形 成 分 量 ）
※ 1

＝ 2 . 8 k g 以 上

※ 1 全 固 形 成 分 量 4 5 ％ は 、 参 考 と し て N S ﾊ ｲ フ レ ッ ク ス H F 1 0 0 0 の 数 値 で あ り 、 使 用 製 品 数 値 を 確 認 の こ と 。

※ セ ク シ ョ ン の コ ン ク リ ー ト 水 平 面 （ モ ル タ ル 仕 上 げ 無 し の 部 分 ） の 表 面 仕 上 げ

・ コ ン ク リ ー ト 金 こ て 仕 上 げ と し モ ル タ ル 金 こ て 仕 上 げ と 同 様 、 セ ク シ ョ ン の 表 面 仕 上 げ で あ る た め

入 念 に 施 工 し 、 試 験 施 工 に よ り 監 督 員 ・ ス ケ ー ト ボ ー ド 協 会 の 承 認 を 得 る こ と 。
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スケートパーク・セクション 特記仕様

１．表面材はフェノール樹脂に浸した繊維圧縮板（６ｍｍ）とする。
２．受け材（土台、フレーム、エッジ補強金具等）は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。

３．ボルト類はステンレス製とし、面材、下地、フレーム材の固定方法はボルト、ナット止めとする。
４．本製品はメンテナンス上、国内製造製品とする。

（※1事故あたりの保障：対人５億円・対物２，０００万円）

５．本製品は、（一社）日本公園施設業協会に加入するＳＰ・ＳＰＬ表示認定企業の製造品とする

７．本製品の保証期間は２年間とする。（地震、火災、水害等の災害による場合は除く）

６．本製品は【生産物賠償責任保険】等、公園施設団体賠償責任保険に加入のメーカーの製品とする。

コーピング、レール類は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。

※製品向上の為、仕様等を一部変更することがあります。
※本図面内の寸法は、現場の不陸対応などで変わることがあります。

滑走面：表面材（繊維圧縮板） デッキ面：表面材（繊維圧縮板）

端部保護金具：ＦＢ-６×５０

進入板：ＰＬ－４.５
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中間支柱：φ２７.２Ｐ 土台フレーム：□７５×４５Ｐ

支持脚：［－７５×４０×５
Ｍ１６ジャッキ（調節式） ツナギ：□７５×４５Ｐ

ブレースＭ１２

手摺支柱：

□５０×５０Ｐ

手摺：□５０×５０Ｐ
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スケートパーク・セクション 特記仕様

１．表面材はフェノール樹脂に浸した繊維圧縮板（６ｍｍ）とする。
２．受け材（土台、フレーム、エッジ補強金具等）は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。

３．ボルト類はステンレス製とし、面材、下地、フレーム材の固定方法はボルト、ナット止めとする。
４．本製品はメンテナンス上、国内製造製品とする。

（※1事故あたりの保障：対人５億円・対物２，０００万円）

５．本製品は、（一社）日本公園施設業協会に加入するＳＰ・ＳＰＬ表示認定企業の製造品とする

７．本製品の保証期間は２年間とする。（地震、火災、水害等の災害による場合は除く）

６．本製品は【生産物賠償責任保険】等、公園施設団体賠償責任保険に加入のメーカーの製品とする。

コーピング、レール類は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。

※製品向上の為、仕様等を一部変更することがあります。
※本図面内の寸法は、現場の不陸対応などで変わることがあります。
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滑走面：表面材（繊維圧縮板）
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コーナー金具：ＰＬ－６

レール：φ６０.５Ｐ

Ｍ１６ジャッキ（調節式）骨材：Ｌ－４０×４０×５

土台フレーム：□５０×５０Ｐ
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スケートパーク・セクション 特記仕様

１．表面材はフェノール樹脂に浸した繊維圧縮板（６ｍｍ）とする。
２．受け材（土台、フレーム、エッジ補強金具等）は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。
３．ボルト類はステンレス製とし、面材、下地、フレーム材の固定方法はボルト、ナット止めとする。
４．本製品はメンテナンス上、国内製造製品とする。

（※1事故あたりの保障：対人５億円・対物２，０００万円）

５．本製品は、（一社）日本公園施設業協会に加入するＳＰ・ＳＰＬ表示認定企業の製造品とする

７．本製品の保証期間は２年間とする。（地震、火災、水害等の災害による場合は除く）

６．本製品は【生産物賠償責任保険】等、公園施設団体賠償責任保険に加入のメーカーの製品とする。

※製品向上の為、仕様等を一部変更することがあります。
※本図面内の寸法は、現場の不陸対応などで変わることがあります。

ＧＬ

表面材（繊維圧縮板）

端部保護金具：ＦＢ－６×５０

Ｌ型金具：Ｌ－１００×１００×７

Ｌ型金具：Ｌ－１００×１００×７

フレーム：Ｌ－５０×５０×６ Ｍ１６ジャッキ（調節式） 側板：ＰＬ－３.２フレーム：□５０×５０Ｐ

Ｌ型金具：Ｌ－１００×１００×７
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スケートパーク・セクション 特記仕様

１．表面材はフェノール樹脂に浸した繊維圧縮板（６ｍｍ）とする。
２．受け材（土台、フレーム、エッジ補強金具等）は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。

３．ボルト類はステンレス製とし、面材、下地、フレーム材の固定方法はボルト、ナット止めとする。
４．本製品はメンテナンス上、国内製造製品とする。

（※1事故あたりの保障：対人５億円・対物２，０００万円）

５．本製品は、（一社）日本公園施設業協会に加入するＳＰ・ＳＰＬ表示認定企業の製造品とする

７．本製品の保証期間は２年間とする。（地震、火災、水害等の災害による場合は除く）

６．本製品は【生産物賠償責任保険】等、公園施設団体賠償責任保険に加入のメーカーの製品とする。

コーピング、レール類は電気亜鉛メッキ後、ウレタン塗装仕上げとする。

※製品向上の為、仕様等を一部変更することがあります。
※本図面内の寸法は、現場の不陸対応などで変わることがあります。

ＧＬ

ベース：ＰＬ－６

レール：φ６０.５Ｐ
ＰＬ－６

脚部：φ４８.６Ｐ

製品セクション詳細図

バンク バンクtoバンク
S=1:30S=1:30

フラットレール
S=1:20

マニュアルパッド
S=1:15

工事名

図面名

施工箇所

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

製品セクション詳細図
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